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代官山  

る。   

地理的観念に関する研究はライト（Wright，J・  

2）3） K．）にはじまるとされるが，その後の研究は生  
4） 括世界や社会空間への関心から，主体の日常生  
活空間に対する主観的な空間観念に目が向けら  

れてきた。しかし，ここで主体からみた世界を  

◎日常世界，②伝聞・情報の世界，③神話・想  

5） 像の世界，に分けるならば，本稿はむしろ②に  
注目する。つまり現代日本における様々な場所  

には，そこで生活を営む以外の人が積極的に関  

与しているという事実に着目するのである。   

一方，都市生活者は居住地以外にも，都市に  

内在する様々な機能を有するいくつもの「街」  

と，それぞれの生活の諸側面ごとに関っている。  

例えば，ある街は就業地として，同僚との付き  

Ⅰ問題の所在  

我々は自分に身近な地域だけでなく，実際に  

身を置いたことのない地域に関しても様々な知  

識を持っている。それらの知識によって，我々  

は頭の中である地域像を描くことができる。こ  

うした地域像はその地域を理解する上での固定  

観念となり，深い理解を妨げるであろうことは  
1、  

かつてから指摘されてきた。そして，これらの  

知識を与え得るべきものを我々は「情報」と呼  

んでいる。地域に関する情報とは，例えば社会  

情勢の理解のための地理教育であり，同時に世  

界情勢を伝えるニュースである。また，旅行先  

に関するガイドブックや，ある地域について詳  

細に分析された地理（誌）学的研究が挙げられ  

1）Relph，E，，Ph2Ce and Ph2Celessness，Pion，1976．〔レルフ（高野岳彦■阿部 隆・石山美也子訳）『場所の現象学一   
役場所性を越えて」，筑摩書見1992，197－198貢。〕一方ベルク（Berque，A）は，こうした観念が風景の知覚において   
本質的な意味を持つという。オギュスタン・ベルク（篠田勝英訳）『日本の風景・西欧の景観－そして道東の時代皿講   
談社，1990，44－46頁。  

2）Wright，J．K．，‘The history of geography：a pOintof view，，AnnaLf qftheAssociaEion qfAmeTican GeqgTqPhe7T  
15，pp・192－201・Wright，JLK．，‘Terraeincognitae：the place of theimaginationingeography’，AnnakqfLtheAsso－   
d加わ乃q「A別〝元の Gg喋れゆんg汀37，1947，pp．ト15．  

3）山野正彦「空間構造の人文主義的解読法一今日の人文地理学の視覚－」，人文地理31－1，1979，53－54頁。野澤   
秀樹「地理学史研究の方法一科学哲学・科学史・思想史との係わりにおいて－」，人文地理44－1，1992，65－66頁。  

4）社会空間（socialspace）に関しては島津に詳しい。島津俊之「社会空間研究の方法」，地理38－5，1993，52－57頁。  
5）竹田青嗣『現象学入門』，日本放送出版協会，1989，60－62頁。  
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大衆文化としての小説というメディアは，支配  
12）  

的なイデオロギー機能としての役割を果たした。  

それはある地域に対しては正の，そして他の地  

域に対しては負のイメージの「地域色（ローカ  

ルカラー）」を与えることによって，人種差別  
の意識を大衆に植付けようとするものであった。   

また，現代日本のいわゆるファッション情報  

誌は旅行先に関する情報操作を行い，様々な場  

所をファッションというある種の文化価値基準  
13、  

に当てはめた。そこではすでに観光地としての  

アイデンティティを獲得しているいくつかの場  

所に対して「ファッション性」という付加価値  

を与え，既存のアイデンティティに比して明ら  

かに魅力あるものとして上位に差異化する。そ  

していくつかの場所は観光地として，同等な差  

異によってむしろ並列される。   

後者のファッション誌の例は，本稿の分析に  

連なる状況である。このような状況で差異化さ  

れ，並列された記号としての場所は，情報メデ  

ィアによって地名というブランド・商標を伴っ  

て「商品化」される。商品としての場所は，人  

々の間のコミュニケーションのなかで，消費者  

によってそれぞれのライフスタイルに合うよう  

に選択され，「消費」される。   

ここでは消費という行為を「記号としてのモ  

ノに関するコミュニケーションであるとする考  
4）  

え」にたって捉え，論を進めていくことにする。  

では，商品としての場所が消費されるとはどう  

いうことなのだろうか。   

情報メディアによって，人々はあまりにも多  

数の「魅力ある」場所が存在することを知って  

しまう。それらの場所はすでにアイデンティテ  

ィを伴っており，人々は紙面上で選択できるこ  

とになるが，それら以外の場所についての選択  

可能性はすでに排除されている。人々は自分自  

身の感性・価値観によって「他人と違う」こと  

を望み，場所を選択する。にもかかわらず，結  

果的にはかなり部分で「他人と同じ」なのであ  
15）  

り，むしろそのことを望んでもいるのである。  

（2）コミュニケーションにおける場所 ここ  

までの商品化から消費の過程を，場所に関する  

コミュニケーションと人と人との間のコミュニ  

ケーション（以下，人間コミュニケーションとす  

る）との対比においてまとめてみる（第1図）。   

我々が他者とコミュニケートする際，まず第  

一に，その人に冠せられた「名前」，そしてそ  

の自身であることを識別するための「外見」に  

触れる。次にその人の年齢や所属している社会  

的集団，趣味，家族について尋ねることがある  

（必ずしも直接的とは限らず，第三者を介する場合も  

ある）。これは未知である他者のアイデンティ  

ティを多少なりとも理解しようとするものであ  

り，その後のコミュニケーションの前提条件と  

なる。通常その後の会話は，この前提条件を了  

解した上での，その時の状況に応じた内容にな  

る。そして，言語という記号を通じてのお互い  

を理解しようとする意味を伴う他者とのコミュ  

ニケーションによって，社会的自我が形成され  

16） る。しかし必要のない限り，その他者の社会的  
・生物的・感情的特性の詳細にまで言及するこ  

12）Silk，C・P・andSilk，J・A．，‘Racism，nationalismandthecreationofamyth：thesouthernstatesaftertheamer－  
icanCivilwar’，（Burgess，J・and Gold，J・R・eds・，Geogr呼hy77｝eMedia＠P坤ukzrCultm，Croom Helm，1985）   
pp・165－191・〔シルク・シルク（原田ひとみ訳）「人種主義，ナショナリズム，地域神話の創造：アメリカ南北戦争以後の   
南部諸州」（竹内啓一監訳『メディア空間文化吉削，古今書院，1992）203－231頁。〕  

13）原田ひとみ「“アンアン’■“ノンノ”の旅情報－マスメディアによるイメージ操作－」，地理Z9－1Z，1984，50－57   
頁。  

14）島田稔夫「ホモ・エコノミクスと社会－ボードリヤールの提起するもの」，現代思想10－7，1982，92頁。  

15）上野千鶴子「商品－－－－－－－一差別化の悪夢」，現代思想10－7，1982，98－111頁。  
16）G・H・ミードのコミュニケーション論による。以下の文献を参照。林 進「コミュニケーションと人間社会」（林 進   

編『コミュニケーション論心有斐閣，1988）1－35頁。G．H．ミード（船津 衛・徳川直人絹訳）『社会的自捌，恒星   
社厚生閣，1991，115頁。  
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よって得ることのできる「不可視のコミュニテ  

ィ」に求めるのではないだろうか。不可視のコ  

ミュニティとはメディアを通じての社会的コミ  

ュニケーションによってある一定の共通認識を  

持つに至った集団である。  

（3）場所に対する商品価値の消耗と変容 モ  

ノや場所が一つ一つ独立して選択されることは  

少ない。情報の「送り手たちは，今では「いか  

に暮らすべきか」を人々に指示するおしつけが  

19） ましい」面を持ち，ともすると消費者はメディ  
アによって設定された，特定のライフスタイル  

に当てはめられる。かなりの程度で情報の送り  

手側のヘゲモニーや受け手側の持つ自己認識に  

左右されて，個人の選択の幅は狭められ，また  

自ら狭めていることは疑いのないことである。   

ここでは，人々のこうした自己認識が形成さ  

れる時代背景一特に本稿においてはファッシ  

ョンという文化における，時とともに変容する  

「流行」－を無視することはできない。モノ  

・場所は同じ状態で長い期間選択され続けるこ  

とは稀であり，時間とともに移り変わる。そも  

そもこの選択それ自身が，その時代背景によっ  

て選択させられたものであるためにそれらのモ  

ノ・場所に対する執着心は小さい。そして時間  

の流れにしたがって「流行」が変わり，また別  

の選択されるべきものが現れることによって，  

以前にモノ・場所に付与された価値は取って代  

わられることになる。商品化された場所は時代  

の流れに対応するように変容する。ここで商品  

価値は消耗されてはまた，新しい価値が創造■  

発見される。   

都市における「街」はさらなる価値（その価  

値を過去に求める場合もある）を付加させるため  

変容する。また一方では，新しい価値を求めて  

別の「魅力ある街」へと移行する。そこでも情  

報メディアは活躍する。   

本稿では東京という都市に内在する衝，渋谷  

区代官山を一事例として取り上げ，以上の論理  

を，以下の事例研究において検証する。   

ⅠⅡ 代官山を取り巻く雑誌記事  

「街を発見するのも大変だ。  

六本木，だったことがある。  

原宿，だったこともある。  

時は移り，いまは代官山なのだそうだ。も  
20）  

ちろん 〈なんとなく〉 に違いない。」   

この言葉に象徴されるように，商品としての  

場所はモノの場合と異なり，その発生は明確な  

ものではない。では「代官山」は人々のコミュ  

ニケーションの中でどのように扱われてきたの  

だろうか。  

（1）代官山の紹介1974年，当時『an・an』  

や『non－nO」】といったファッション情報誌は  

すでに創刊されていたが，20代をピークとする  
21）  

若い男性を読者対象とする雑誌，『平凡パンチ』  

によって「代官山」は取り上げられた。   

「代官山一束京渋谷区と目黒区の境にあ   

るこの高台の静かな町に，ハイセンスな若者   

たちが出かけて行く。原宿，六本木がただの   

繁華街となってしまった今，時代のトップラ  
22）   

ンナーたちが選んだヤングの町なのだ。」  

「原宿なんてもう古い！」という見出しの記  

事はこのように始まる。この記事は主に「風俗  

評論家の永井道夫サン」の意見で構成されてい  

る。  

「「これからの町です。今の代官山は俗っぽい   

連中によごされていません。イモは寄せつけ   

ない，という気取りがはっきり感じられます  

19）前掲15）108頁。  
20）『週刊朝別，朝日新聞社，1981年4月10日，4頁。  
21）『雑誌新聞総合かたろぐ1984年価乱 メディア・リサーチ・センター，19軋204頁による。  
22）『平凡パンチ」，マガジンハウス，1974年4月29日，52貢。  
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が，それがかえっていいんですね。原宿，六   

本木がただの繁華街になった今，新しいファ   

ッションは代官山から，ということになりま   

すね」と，永井道夫サンのいうように，代官   

山という言葉は，今ある意味で，ヤングのな  
23）   

かに見直されているのだ。」  
24）   

この記事は威光暗示によって読者に，彼らの  

まだ知らないであろう「代官山」という街の魅  

力を伝えようとする。この記事では，以前から  

代官山に住んでいたという「スタイリストの島  

袋光紀クン」にも意見を聞く。さらにこの時点  

ですでに代官山を訪れている若者達をレポート  

する。「クラフト・アサクラ」という店を紹介  

する一節では，そこに来ていた「女子大生ふう  

の女のコ三人のグループ」が登場し，そのなか  

の一人「上智大学三年生の吉岡久江クン」の発  

言がそのまま鍵括弧付きで記事にされている。  

ここで実名付きの発言を紹介することは，この  

記事内容により一層真実味を付加する機能しか  

果たしていない。さらにこの記事は，「ちょっ  

とエリート意識が強くて，かなりキザで，連れ  

て歩く女のコのいるキミ。一度行ってごらん。」  

と結び，明確に規定された高級志向の若者読者  

に呼びかける。  

『平凡パンチ』の記事以降，1970年代は男性  

・女性週刊誌を中心に，断続的に代官山は紹介  

されていく（第1表）。記事の中で代官山は，  

25） 「のどかな郊外を思わせる」，「ひっそりと落ち  
26）  

着いたたたずまい」，「どこか落ち着いたふんい  
27）  

気」といった言葉で形容されている。これらは  

記者自身のイメージを表現しているにすぎない。  

しかし，各記事で語られる「緑が目立つ，静か  

で落ち着いた雰囲気」という印象は，代官山を  

訪れる人の大半が想起する共通したイメージ，  

すなわち，マス・イメージに近似するものとも  

考えられる。しかし，このマス・イメージはそ  

れだけで，直接人々をこの街に引き寄せる要因  

になり得るとは考えられない。このイメージ形  

成には二つの集合住宅一同潤会代官山アパー  

トとヒルサイドテラスーが密接に関わってい  

るのである。  

（2）代官山のマス・アイデンティティ形成  

一二つのイメージ 同潤会代官山アパートは  

1923（大正12）年の関東大震災後に寄せられた  

義摘金をもとに，内務省の外郭団体として設立  

された財団法人同潤会によって，1927（昭和2）  

年に建設された。鉄筋コンクリートアパートと  

しては日本で初期のものであり，2haの斜面  

28） の土地に38棟，337戸が配置されている。現在  
は樹木が繁り，建物はかなり老朽化しているが，  

建設以後65年以上を経過した今も，このなかで  

営業している銭湯，食堂，靴修理店等は営業を  

続けている。   

ヒルサイドテラスは建築物自体の正式名称を  

29） 代官山集合住居という。1967年から11年余りを  
かけて，長さ約250m，敷地面積0．73haの第  

一種住宅専用地域（建築物の高さが10m，建ペい  

率が30％に制限されている）に，A・B・C・D・E  

と5棟が三期にわたり建設され，各棟の一階に  

いくつかの飲食店，小売店が配置されている。  

23）前掲22）53頁。  
24）シブタニによる。シブタニ（広井 傭・橋元良明・後藤将之訳）『流言と社会山 東京創元札1985，174頁。（Shibuh－   

ni，T・，LmpTDVised nws：a SOCioZqgicalstuLty qf－rumoT；Bobbs－Merri11，1966）Asch，S．E．が用いたとされ 訳注で   
は「高い社会的地位や職業の人の意見や判断が，無批判に受容される現象」（341頁）と説明されている。  

25）『女性自身』，光文社，1976年3月4日，81頁。  
26）『週刊アサヒ芸能』，徳間書店，1978年2月23日，142頁。  
27）『女性自身』，光文社，1978年3月2日，98頁。  
28）石田頼房『日本近代都市計画の百年』，自治体研究社1987．166－173頁。  
29）しかし，この代官山集合住宅が立地する正確な地名は渋谷区猿楽町である。このように，商標としての「地名」が利用   

される例としては以下を参照。前掲10）。服部鐘二郎「銀凰 そしてギンザナイゼーション」，都市間題67－5，1976，63   
－80頁。  
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諭α君朝里年rl了∠‘さ寧Y与4」′ヰ1「司」」  
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固普、へ剥1帝‘い敵組半腐ユ1身‘Y妄卓」′  
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・．こナ  
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、tト  

「詔α嘗認印旦M」‘「壬員ひ叩旦M」‘「適争㌢  
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ユC了＝り軍報匙さ¢ご→r′・Yと蔓ら了αご  

0㌢章二†ら了管Ⅵ羊苛  

・′二王汀：，・－・・■・こ－ ‾り．こ・．・ニ∴11■ンぎー．iさ1・∴＼＼：I＼  
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（9e  
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（SE  
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RACE」が脳にピーンとくる。その中の  

「SWEETLITTLE STUDIO」はカワイイ   

子供用品がとてもステキだし「FIRST」の   

小物類も魅力的。ケーキがオイシー「La   

PommedeVerte」，日曜日にコーヒーを飲   

みに入ったら，「日曜，祝日は飲物の他に，   

ケーキを一点取っていただくことになってい   

ます」と言われて，ムッとして食べたら，う   

まかった。それから，隣の「TOM’S   

SANDWICH」の店の奥のテーブルはステ   

キです。野菜サンドにコーヒーを注文して，   

窓の外を見ると，緑の林がまるで郊外に来て  
53）   

しまった感じ。」   

実際に雑誌記者が一般大衆と化し，代官山を  

訪れる。記事に沿って読者は記者と同化し，店  

に入り，道路を歩く。このルポルタージュ的記  

事は読者の視点に立った形で善かれていること  

から，読者はこれまで憧れの場所であったかも  

しれない代官山を，自分の身近に感じる。そし  

て，ここ代官山においても場所の大衆化がおこ  

った。   

この大衆化に合わせるように，代官山の持つ  

古風なあるいはアンティークなイメージが世の  

「レトロ・ブーム」の波に乗ることになる。  

1985年11月の『an・an』や1986年3月の『いん  

なあとりっぶ」】における代官山の記事は，「ア  
54）  

ンチック・ファッションがいまナウい」と題し，  

古着屋の紹介で終始する。この傾向には，1980  

年にヒルサイドテラスと旧山手通りを挟んで向  

ージが様々な雑誌記事によってステレオタイプ  

化され，読者に知識として獲得される。これが  

代官山のマス・アイデンティティとして形成さ  

れたとき，代官山は「商品化」されたのである。  

（3）新たな商品価値1970年代から1980年代  

前半にかけての雑誌記事にみる代官山は，「ジ  

ーンズやロック，そういったものから一歩進ん  

45） だ空気を大事にする町」，「洗練された大人のイ  
46）  

メージがある街」，「ジーパンよりもスカートが  
47）  

似合う」街であり，人々は「ちょっと気取って  
48）  

代官山へ」訪れた。様々な雑誌に取り上げられ  

る以前から代官山に存在していたいくつかの店  

舗は，主に高級住宅地区であり，高級マンショ  

ンの林立するこの地域の住民を相手にしていた。  

また一方旧山手通り沿いは，1980年前後のファ  

ッションの流行を左右していた「DCブラン  

ド」のメインショップやプレスが立地する地域  
49）  

でもあった。これらのショップを目的に，除々  
50）  

に「女の子がゾロゾロ集まる」ようになり，  
51）  

「見慣れないのがウロウロ」することによって，  
52）  

「ジーパンがふえ」た。これらの記述からは正  

確な来街者数の増加は把握不可能であり，どれ  

だけ実態を表しているかも不明確である。しか  

しこのような記述が，これまで一般大衆を寄せ  

つけない雰囲気を持っていた代官山に，一般大  

衆である読者の足を向けさせる役割を果たして  

いることがうかがえる。こうした傾向を特徴づ  

けるのが次の記事である。   

「代官山といえば，「HILL SIDE TER－  

45）前掲22）55頁。  

46）『るるぶ』，日本交通公社，1990年8月，86頁。  
47）『週刊新潮』，新潮社，1980年6月5日，1頁。  
48）『週刊明星」，集英社，1979年12月9日，巻中。  
49）DCとはDesigners＆Charactersの略であり，1980年代を中心にこの「DCブランド」は各地の「丸井」や   

「PARCO」といったファッションビルの中にテナントヤアンテナショップとして販売店を展開した。メインショップヤ   
プレスは，ファッションエリート達の集まる代官山や青山，原宿の奥まった場所に立地することが多く，メインショップ   

の役割は彼らを通じて「売れ筋」を見極めることである。  
50）前掲27）97頁。  

51）前掲20）  

52）前掲47）4頁。  
53）前掲35）  

54）『いんなあとりっぶ」，いんなあとりっぷ社，1986年3月，64頁。  
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第2表 コミュニケーション行為におけるメディアの類型  

例   行為類型   消費者との関係   選択   

報道メディア  新聞  ，半強制的   一方的  無関係   

TVの報道番組   

文化的情報  週刊誌  了解志向的   相互的   個人に依存   

メディア  各種情報誌  

広告メディア   広告  戦略的  一方的   両極に分離   

通信販売  目的合理的  

あろう。コミュニケーション行為を念頭におい  

て，情報メディアの類型化を試みた（第2表）。  

情報の媒体としてメディアは，それが持つ窓意  

性が問題とされることが多い。地理学における  

情報に関する研究も，多くはこの窓意性への強  

調から，情報の流動や環境認知に与力る影響等  
79）  

を問題としてきた。   

第2表の分類では悪意性を持ったメディアの  

両極端として，「報道メディア」と「広告メデ  

ィア」を設定した。前者は受け手側の意思とは  

無関係で半強制的なものであり，受け手側はそ  

の情報がどれだけ正確なものであるのか知る術  

をもたず，情報の出所を信頼している。それに  

対し後者は一方的・懇意的で，送り手側がいか  

にして受け手の目に触れさせるかを競うもので  

はあるが，その選択は完全に受け手側の自由で  

あり，消費者中心のメディアである。これら両  

極の中間的存在として，本稿の対象としている  

「文化的情報メディア」を位置づける。文化的  

情報メディアはⅢ章の分析から，その窓意性は  

80） あまり認められず，送り手側が受け手側の潜在  
的に欲求している情報を創りだし，受け手側は  

雑誌を購入するという行為でその欲求を表現す  

る，という相互作用が存在することがわかった。  

そこで古よコミュニケーションにおいてその意味  

を了解すろためにiそれを可能にするべく暗黙  

分を明らかにする。読者は部屋に居ながらにし  

て店に入り，メニューを差し出され，また商品  

を見る。このように，予めマニュアル化された  

情報をもとに，読者は誌上のみで取捨選択する。   

店の経営側は集客の活動の一部を情報メディ  

アにおっており，情報の受け手である消費者側  

は店の選択基準の大部分をメディアに頼ってい  

る。そこでは代官山の「隠れ家」としての性質  

が消費者によって選択されるとともに，その性  

質は代官山を訪れる人々を選別してもいる。こ  

のようにして，代官山は「街としてはこれから  

が難しい。（中略）あっという間に老年期を迎  

77） える可能性もある」ともいわれているが，「原  
宿が時速180キロで突っ走ってし 

代官U」は20～30キロでノロノ口走っている，そ  
78）  

んな感じの街だ。」という表現に示されている  

ように，「隠れ家」という性質がうまく保たれ  

ながら，他の街とのまさに「交換価値」として  

作用してきた。結果として代官山は俗化や大規  

模開発の進行を免れて，逆に一時は騒がれたも  

ののむしろ再び「静かで，落ち着いた街」へと  

戻っていくのかもしれない。   

Ⅴ 結  

最後に，本稿で対象としてきた諸雑誌の情報  

メディアのなかでの位置づけをしておく必要が  

77）前掲40）47頁。  

78）前掲55）186頁。  
79）山田晴通「地理学におけるメディア研究の現段階－「情報の地理学」構築のために－」，地理学評論59－2，1986，   

67－84頁。  

80）唯一認められた点として．こうした雑誌はある種の読者を設定し，ある種のライフスタイルを提示する点が挙げられる。   
しかし，その情報自体に恋意性は小さく，あくまでも受け手側やその社会・文化的背景の問題といえる。  
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